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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」 

●さん３ふるさとまつり� P2

●総 合 防 災 訓 練� P4・5

●イルミネーション

　　　　フェスティバル�P10・11

●さん３ふるさとまつり� P2

●総 合 防 災 訓 練� P4・5

●イルミネーション

　　　　フェスティバル� P10・11

さ
ん
さ
ん
3
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
 

さ
ん
3
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
 



2

　
昭
和
６１
年
か
ら
数
え
て
今
年
で
２４
回

目
と
な
る
「
さ
ん
３
ふ
る
さ
と
祭
り
」

が
、
１１
月
２３
日
勤
労
感
謝
の
日
、
奈
古

文
化
展
、
奈
古
高
学
校
祭
と
併
催
し
て

行
わ
れ
町
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
メ
イ

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

「
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
」
が
 

　
　
　
　
　
　
　
　
演
奏
会
を
開
催
 

 
祭
り
は
、
み
ど
り
保
育
園
園
児
の
リ

ズ
ム
パ
レ
ー
ド
で
幕
を
開
け
、
メ
イ
ン

舞
台
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
の
演

奏
会
や
、
宇
田
さ
く
ら
会
に
よ
る
銭
太

鼓
、
奈
古
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

や
阿
武
よ
さ
こ
い
連
に
よ
る
踊
り
な

ど
が
披
露
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
農
林
海
産
物
の
模
擬
セ
リ
で

は
威
勢
の
い
い
声
が
飛
び
交
い
、
地
産

地
消
の
コ
ー
ナ
ー
、
く
じ
付
き
も
ち
ま

き
大
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
会
場
は

各
種
テ
ナ
ン
ト
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
訪

れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

お
や
じ
カ
レ
ー
２
０
０
食
早
々
完
売
 

　
町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
文
化
展
、
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン

の
皆
さ
ん
が
作
る
超
美
味
お
や
じ
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
が
大
人
気
。
約
２

０
０
食
分
の
当
日
引
換
券
が
、
１
時
間

ほ
ど
で
完
売
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
福
祉
の
市
や
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
の
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
、
み
ど
り
保
育
園
、
奈
古
小
、
阿

武
中
の
児
童
、
生
徒
の
作
品
展
示
も
開

催
さ
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

秋晴れに5,00
0人

第24回�さん3ふる
さと祭り

広げよう　地域の心と　みんなの笑顔広げよう　地域の心と　みんなの笑顔

秋晴れに5,00
0人

第24回�さん3ふる
さと祭り

広げよう　地域の心と　みんなの笑顔
陸上自衛隊音楽隊による演奏陸上自衛隊音楽隊による演奏 陸上自衛隊音楽隊による演奏 

みどり保育園園児の 
遊戯でオープニング 

若者交流会“サニーアブ”のトリオがメイン司会 
 

宇田さくら会による銭太鼓 阿武よさこい連がよさこい披露 

威勢のいい模擬セリ 

超美味！おやじカレーは大人気 
 

大盛況の福祉の市 

会場ひろばでは奈古フォークダンス 
グループがフォークダンスを披露 

フィナーレは大もちまき大会 

大
人
気
!! 
 

や
き
と
り
コ
ー
ナ
ー
 

地
産
地
消
 

石
臼
体
験
コ
ー
ナ
ー
 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
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　末益シカさん（下郷）が１１月１０日、
１００歳の誕生日を迎えられ、阿武町か
らお祝いの記念品が贈られました。 
　末益さんは明治４２年（西暦１９０９年）
生まれです。今は入院中ですが、曾孫
さんが会いに来てくれることをとても
楽しみにしておられるそうです。 

第5回議会臨時会 11月20日 

～おめでとうございます～ ～おめでとうございます～ 
吉岡俊輔氏、水津タケ代氏が 
30年体育指導委員表彰を受賞 

祝100歳おめでとうございます 
 

吉岡俊輔さんと 
水津タケ代さん 

　第５０回全国体
育指導委員研究
協議会が１１月１９
日・２０日に山口
市で開催され吉

岡俊輔さん（下東郷）と水津タケ代さん（木与）が
３０年勤続体育指導委員表彰を受賞されました。 
　これは３０年以上にわたり体育指導員として自己の
研さんに励むとともに、地域のスポーツ振興に功績
があったことに対する表彰です。 

　
平
成
２１
年
度
山
口
県
選
奨
表
彰

式
が
１１
月
２４
日
、
山
口
県
庁
で
開
催

さ
れ
、
阿
武
町
か
ら
西
村
信
教
さ
ん

（
６０
歳
・
市
）
が
教
育
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
山
口
県
が
山
口
県
選
奨
規

則
に
基
づ
き
、
県
民
一
般
の
中
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
者
に
対
し
選
奨
す

る
も
の
で
、

教
育
功
労

者
と
し
て
、

平
成
２
年

１０
月
か
ら

平
成
１７
年

９
月
ま
で

阿
武
町
教
育
委
員
会
委
員（
う
ち
、

平
成
１２
年
１０
月
か
ら
平
成
１６
年
９
月

ま
で
は
委
員
長
）
を
務
め
る
な
ど
町

の
教
育
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
今
回
の
受
賞
に
西
村
さ
ん
は
「
奈

古
中
、
宇
田
中
が
統
合
し
新
た
に
阿

武
中
学
校
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
阿
武

と
い
う
言
葉
を
後
世
に
残
し
た
い
と

い
う
思
い
で
保
護
者
の
方
々
と
協
議

を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
中
学
生
は

生
徒
同
士
が
競
い
、
切
磋
琢
磨
す
る

場
所
で
す
。
生
徒
達
が
仲
良
く
学
習

す
る
姿
を
見
る
と
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

 

西村信教氏が県選奨教育 
功労者表彰を受賞 

西村信教氏が県選奨教育 
功労者表彰を受賞 

新議長の 
田中敏雄氏 

　改選後、初めての議会（第５回臨時会）が１１月２０
日に開かれ、議会構成や人事案件の後、補正予算な
ど議案８件、協議１件が審議、承認されました。         

副
議
長
は
西
村
良
子
氏
 

　
町
議
会
議
員
の
改
選
に
伴

い
、
議
長
及
び
副
議
長
の
選

挙
が
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
行
わ
れ
、
議
長
に
田
中

敏
雄
氏
、
副
議
長
に
西
村
良

子
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

ま
し
た
。
 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
な
ど
 

 
 
 
 
 
 
の
選
任
に
つ
い
て
 

　
改
選
に
伴
う
運
営
委
員
会
委
員
 

ら
の
選
任
が
行
わ
れ
、
人
事
が
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
 

（
敬
称
略
･
順
不
同
･
◎
は
委
員

長
、
○
は
副
委
員
長
）
 

★
議
会
運
営
委
員
会（
４
人
） 

　
◎
清
水
栄
太
郎
　
○
中
野
　
靖
 

　
末
若
憲
二
、
西
村
良
子
 

★
阿
武
町
行
財
政
改
革
等
特
別
委

　
員
会（
７
人
） 

　
◎
小
田
達
雄
　
○
河
野
幸
彦
 

　
清
水
栄
太
郎
、
西
村
良
子
、
 

　
中
野
　
靖
、
清
水
教
昭
、
 

　
末
若
憲
二
 

★
阿
武
町
監
査
委
員（
議
員
１
人
）

　
河
野
幸
彦
 

★
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

　
議
会
委
員
 

○
被
保
険
者
代
表
（
３
人
）
 

　
上
　
敦
子
、
原
　
良
治
、
 

　
杉
村
廣
太
郎
 

○
保
険
医
・
薬
剤
師
（
３
人
）
 

　
齋
藤
　
瑛
、
和
田
忠
子
、
 

　
政
井
俊
憲
 

○
公
益
代
表
（
３
人
）
 

　
清
水
教
昭
、
出
羽
　
博
、
 

　
堀
　
金
治
 

人
事
院
勧
告
に
よ
る
減
額
改
正
 

【
阿
武
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
】
 

【
町
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

【
阿
武
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
】
　
 

【
平
成
２１
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
回
）】 

【
平
成
２１
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
４
回
）】
 

【
平
成
２１
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
４
回
）】
 

【
平
成
２１
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３

回
）】
 

　
こ
れ
は
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る

給
与
等
の
減
額
改
正
（
１２
月
１
日

付
）
に
伴
う
も
の
で
す
。
 

新
議
長
に
 

 
 
田
中
敏
雄
氏
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緊
迫
感
の
あ
る
中
で
 

　
訓
練
は
未
明
か
ら
の
豪
雨
で
、

土
砂
災
害
等
が
発
生
す
る
中
、
震

度
５
弱
の
地
震
に
よ
る
各
地
で
の

様
々
な
土
砂
災
害
や
火
災
発
生

を
想
定
し
、
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
た
阿
武
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
展
開
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
の
ほ

か
、
陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地
の

協
力
に
よ
り
、
倒
壊
家
屋
の
救
助

訓
練
、
救
助
装
備
品
や
車
両
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
婦
人
会
や
社

会
福
祉
協
議
会
で
結
成
さ
れ
た
日

赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練

も
行
わ
れ
、
よ
り
緊
迫
感
の
あ
る

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
 

 訓
練
内
容
を
分
単
位
に
再
現
 

（
一
部
及
び
詳
細
は
省
略
、
 
内

は
時
間
、
●
内
は
写
真
番
号
）
 

大
雨
・
洪
水
・
暴
風
警
報
発

令（
中
）訓
練
開
始
を
告
げ
る

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
 

町
長
が
災
害
対
策
本
部
設
置

を
宣
言
 

施
設
課
・
経
済
課
職
員
が
警

戒
の
た
め
現
場
出
動
 

警
戒
中
の
職
員
か
ら
、
ガ
ケ

崩
れ
の
報
告
を
受
信
 

大
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫
の
恐

れ
。
防
災
無
線
に
よ
り
地
域

住
民
に
避
難
指
示
を
発
令
 

避
難
住
民
の
食
事
確
保
の
た

め
、
災
害
対
策
本
部
要
請
の

も
と
日
赤
奉
仕
団
が
炊
き
出

し
を
開
始
 

惣
郷
バ
ス
停
付
近
か
ら
火
災

発
生
。
宇
田
郷
分
団
が
消
火

活
動
に
出
動
 

宇
田
川
付
近
で
堤
防
決
壊
の

恐
れ
。
福
賀
分
団
が
土
の
う
 

地
震
、
暴
風
雨
、
大
火
な
ど
災
害
に
備
え
て
 

陸上自衛隊による倒壊家屋救助訓練 

　
地
震
、
暴
風
雨
、
大
火
な
ど
に
よ
る
大
災
害
を
想
定
し
た
阿
武
町
総

合
防
災
訓
練
が
、
今
年
は
宇
田
郷
地
区
を
対
象
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

周
辺
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
災
害
応
急
対
策
活
動
を
主
体
と
し
た
総
合
的
な
防
災
訓
練

を
、
町
を
は
じ
め
各
防
災
関
係
機
関
及
び
地
域
団
体
や
住
民
が
共
同
で

行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
消
防
団
や
宇
田
郷
地
区
の
郷
・

つ
づ
ら
・
宇
田
浦
地
区
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
、
田
部
・
井
部

田
・
平
原
・
尾
無
畑
・
惣
郷
の
各
自
治
会
は
避
難
訓
練
や
放
水
訓
練
見

学
な
ど
を
行
い
住
民
ら
約
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
奈
古
地

区
（
釜
屋
自
治
会
）
も
参
加
し
、
自
主
避
難
訓
練
や
避
難
場
所
の
確
認

を
し
ま
し
た
。
 

宇
田
郷
地
区
で
防
災
訓
練
 

9:009:029:059:109:159:209:309:35

1

11

福賀分団による操法訓練福賀分団による操法訓練 福賀分団による操法訓練 １１月２９日 
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る
（
最
終
報
告
）
 

町
長
が
災
害
対
策
本
部
廃
止

を
宣
言
 

 大
雨
・
洪
水
・
暴
風
警
報
解

除
 
 
 
 
 
 
訓
練
終
了
 

 

そ
の
他
の
訓
練
、展
示
な
ど
 

○
人
命
救
助
訓
練
 

○
消
火
器
訓
練
 

○
地
震
体
験
（
ゆ
さ
ゆ
さ
号
） 

○
煙
か
ら
の
避
難
訓
練
 

○
陸
上
自
衛
隊
（
山
口
駐
屯
地
）

　
に
よ
る
倒
壊
家
屋
救
助
訓
練
、

　
機
械
器
具
及
び
装
備
品
展
示
 

○
福
賀
分
団
に
よ
る
操
法
訓
練
 

 自
主
避
難
訓
練
 

○
奈
古
地
区
（
釜
屋
自
治
会
）
 

　
自
主
避
難
訓
練
を
実
施
し
避
難

　
場
所
へ
避
難
 

積
み
に
出
動
 

避
難
住
民
の
応
急
手
当
を
女

性
団
員
が
実
施
。
救
急
車
要

請
 

畑
地
区
か
ら
孤
立
者
を
救
助
 

 宇
田
川
付
近
で
堤
防
決
壊
の

恐
れ
。
奈
古
第
１
分
団
が
シ

ー
ト
張
り
に
出
動
 

尾
無
公
民
分
館
裏
付
近
か
ら

火
災
発
生
。
奈
古
第
３
分
団

が
消
火
活
動
に
出
動
 

 田
部
公
民
分
館
向
側
農
道
付

近
か
ら
火
災
発
生
。
奈
古
第

２
分
団
が
消
火
活
動
に
出
動
 

井
部
田
白
石
さ
ん
付
近
か
ら

火
災
発
生
。
福
賀
分
団
が
消

火
活
動
に
出
動
 

施
設
課
・
経
済
課
の
職
員
か

ら
被
害
状
況
の
報
告
を
受
け
 

　家庭でも消火器はありますが実
際に使ったことがありませんでし
た。火との距離感もわかるし、実
際の行動をイメージ出来ますね。
今後もこうした訓練を継続して行
ってほしいですね。 

10:5511:00

9:409:509:5510:0010:0510:07参加者の声 

火
と
の
距
離
感
や
 

行
動
を
イ
メ
ー
ジ
出
来
た
!!
 

234

567

8910

消火器訓練を 
体験された 

中村雅子さん（郷） 

住民が協力し避難 人命救助訓練 煙からの避難訓練 

福賀分団による土のう作り訓練 日赤奉仕団による炊き出し 
 

奈古第１分団のシート張り訓練 
 

地震体験 
 

畑地区から孤立者を救助 消火器訓練 
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ふるさと彩生⑦特集特集
地域づくり・産業振興・
　　　町づくりに生かす!!
地域づくり・産業振興・
　　　町づくりに生かす!!
地域づくり・産業振興・
　　　町づくりに生かす!!

株式会社いろどり 
代表取締役　横石 知二（５１歳） 
徳島県農業大学校卒業後、上勝 
町農業協同組合、営農指導員に。 
昭和６１年　「彩（いろどり）」を開発。 
平成３年　特産品開発室長に就任。 
　山の資源を生かした商品開発で全国的な
　注目を浴びる。産業情報センターと株式
　会社いろどりの責任者として「彩（いろどり）」
　をはじめ、特産品の企画販売を行う。 
平成８年４月　上勝町に転籍。同年高齢者
　が使える情報ネットワークシステムを開発。 
平成１４年４月　役場を退職。派遣で株式会
　社いろどりの取締役。 
平成１７年４月　奇跡体験アンビリーバボー
　で過疎と高齢化に悩む町を再生させた再
　現ドラマが放送された。  
平成１７年５月　代表取締役副社長に就任。  
平成１９年７月　「News Week（日本版）」世
　界を変える社会起業家１００人に選出。 
平成２１年５月　代表取締役社長に就任。 

こころのふるさとづくり人材育成研修こころのふるさとづくり人材育成研修こころのふるさとづくり人材育成研修

男女が共に支えあい、 
生きがいのあるビジネス 
【福の里女性部会長】 
中野 逸子さん（上東郷） 
葉っぱビジネスは軽量
できれい、女性や高齢者
でも取り組めることが一

番の魅力でした。地域資源を生かした
取り組みが素晴らしく、ただの葉っぱ
が生かされればお金に変わり、生かさ
なければごみで始末される。私達の住
んでいる周辺にはいっぱい資源がある
ことに気付かされました。 
楽しい村には、Ｉ・Ｕターンの若者
が多いと聞き、なるほど。私も法人の
一組合員として男女が共に支えあい、
生きがいのあるビジネスを考えてみた
いと思いました。 
地域全体が楽しくなるために、仲間
づくりをし、自分達の町は自分達で守
ることだと思います。皆さん頑張りま
しょう。研修をしてよかったです。 

「一人一起業」「協働労働」
は地域創造のキーワード 
【埼玉から移住】 
高橋 秀樹さん（水ヶ迫） 
翻って我が町阿武町を
考えてみると、やること

が沢山あるように思いました。 
そんな中、この度の道の駅再生事業
が阿武町にとって、とても良いチェン
ジとチャレンジの場になると常々、思
って参りました。 
情報の発信と集積の場としての道の
駅に無限の可能性を感じております。 
「一人一起業」「協働労働」は、阿
武町の地域創造のキーワードとなるで
しょう。 
是非、我々住民もこの機会を大切
に、チェンジとチャレンジ精神を発揮
していこうではありませんか!!

アクションを興すと、そうで
ないとは、差が出るのは歴然 
【大阪から移住】 
武村 洋子さん（郷） 
上勝町の方々は町ぐる
みで各セクションに分か
れ“みんなが働ける社会

づくりに取り組み”額に汗していらっ
しゃる様に感じた。それも徹底的に！ 
ゼロからのスタートも勿論だけど、
マイナスからのスタートでもアクショ
ンを興すと、そうでないとでは、差が
出るのは歴然。 
“町おこし”に共鳴できる方々、ま
たは協力できる方々のご意見箱を役場
・各支所に設置されてもいいのでは
…。先ず、お手始めに各公民館を利用
したフリーマーケット（リサイクルシ
ョップ、野菜、生花、魚）等々、いか
がでしょうか！ 

　
「
地
域
づ
く
り
・
町
づ
く
り
」
を
創
造
的
、
主
体
的
に
取
り
組
む
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
を
目
的
に
、
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
人
材
育
成
研
修
を
、
１１
月
２１

日
〜
２２
日
に
徳
島
県
上
勝
町
で
開
催
し
、
町
内
か
ら
１５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
上
勝
町
は
人
口
１
９
９
２
人
の
過
疎
と
高
齢
化
が
進
む
町
。
し
か
し
、
料
理

の
つ
ま
物
に
す
る
葉
っ
ぱ
（
紅
葉
、
柿
、
南
天
な
ど
）
を
商
品
と
し
て
販
売
す

る
「
彩（
い
ろ
ど
り
）」
ビ
ジ
ネ
ス
や
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
を
８０
％
再
資
源
化
す

る
取
り
組
み
、
豊
富
な
山
林
資
源
、
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
を
温
泉
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
な
ど
、
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
た
画

期
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
株
式
会
社
い
ろ
ど
り
代
表
取
締
役
の
横
石
知
二
さ
ん
（
５１
歳
）
は
、
 

地
域
の
価
値
　
地
域
の
方
は
、
地
域
資
源
の
価
値
に
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
ま

ず
自
分
の
と
こ
ろ
の
価
値
を
知
る
こ
と
。
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
人
と
も
良
い
関
係

を
作
る
こ
と
で
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。
 

悪
い
慣
習
か
ら
の
脱
却
　
シ
ガ
ラ
ミ
が
メ
ン
バ
ー
を
ダ
メ
に
し
て
い
き
ま
す
。

悪
い
慣
習
か
ら
脱
却
し
、
良
い
流
れ
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
 

人
を
や
る
気
に
さ
せ
る
コ
ツ
は
　
①
出
番
を
作
る
こ
と
　
②
評
価
す
る
こ
と
　

③
空
振
り
さ
せ
な
い
こ
と
。
自
信
が
次
の
行
動
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
 

人
の
つ
な
が
り
の
中
で
引
っ
張
る
 
リ
ー
ダ
ー
は
現
場
と
距
離
が
あ
っ
て
は
い

け
な
い
、
良
い
循
環
が
回
ら
な
く
な
り
ま
す
。
１
割
仕
事
、
９
割
人
と
の
つ
な

が
り
、
ス
ピ
ー
ド
、
判
断
力
も
必
要
で
す
。
 

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

視察先：葉っぱビジネスで有名な徳島県上勝町　　研修期間：１１月２１日～２２日 
 

かみ　かつ ちょう 
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徳島県上勝町 
・場所　徳島県上勝町は、徳島市中心部か
ら車で約１時間程の場所に位置しており
四国山脈の南東に位置。 
・人口　1,992人（12月1日現在）  
・世帯数　854世帯 
・高齢者比率　49.5% 
・標高　100～700ｍ 
・総面積　109.68㎢（85.6%が山林） 
　過疎化と高齢化が進む町です。しかし一
方で、全国でも有数の地域活性型農商工連
携のモデルとなっている町でもあります。 
　昭和56年2月に起きた寒波による主要産
業の枯渇という未曾有の危機を乗り越え、
葉っぱ（つまもの）を中心にした新しい地
域資源を軸に、地域ビジネスを展開し、２０
年近くにわたり農商工連携への取り組みを
町ぐるみで行っており、小さくても輝くオ
ンリーワンを持つ農山村です。 

人とのつながりを 
大事にしていきたい!! 
【福賀梨生産組合長】 
水津 明文さん（栃原） 
今回の視察研修先の徳
島県上勝町が、葉っぱの

ビジネスで有名な産地ということで、
事業の取り組みに興味があり参加しま
した。 
現地はかなり急勾配の山地の中の町
でしたが、活力のある町に感じられま
した。若い方から高齢者の方まで幅広
い人のつながりがあり、その中から新
しいアイデアや事業への取り組む力が
生まれてくるように思いました。 
これから、今回の研修で感じたこと
を参考に、仕事でも地域の活動の中で
も周りの人とのつながりを大事にして
いきたいと思います。 

お年寄りが元気になりす
ぎて、老人ホームが廃止
された！ 
【阿武町役場臨時】 
若松屋 久美さん（浜の１） 
これは、私が上勝町に

行かせて頂き、最も衝撃を受けた事実
です。 
世の中は、暗い話題が多く将来に不
安を抱えていましたが、上勝町の人達
の生き生きとした笑顔を拝見し、どん
なに条件の悪い所でも、高齢でも、や
ればできる！ということが分かり、少
しホッとしました。そして、私も自分
なりの生きがいや目標を持ち、生涯現
役でいられるように頑張りたいと改め
て思いました。 
これを機会に、まずは自分の意識改
革から始めます。 

生涯現役を 
実現できる施策を!! 
【阿武町役場経済課】 
高橋 仁志さん（西の２） 
「マイナス要因は発想
の転換でプラス要因に」、
「新しい血（知）はしらが

みをなくす」、「大成功は小さな成功
の積み重ね」、「高齢化率が一番とい
うことは高齢者の仕事を用意すれば一
番出来る町に」等々、今回の視察では
多くのヒントを得られたような気がし
ます。上勝町で“彩”を取り組んだ結
果、高齢者の皆さんが、やりがいを持
って生活することで健康増進にもつな
がり、ついには老人ホームも廃止に追
いやられた？とお聞きしました。阿武
町でも、町民の多くが生涯現役を実現
できる施策を構築できれば素晴らしい
と思いました。 

地域・町づくりの 
キーワードが見えてきた
【民宿一服庵】 

西村 良子さん（郷） 
阿武町より立地条件が
悪く、共通条件（少人口

2,000人）、高齢化率（４９％）等マイナ
ス要素をプラスに発想転換して、成功
させた卓越したリーダーの取り組みの
実践現場と舞台づくりについて得た貴
重な研修でした。 
この研修で地域づくりの要素は、人
や産品が輝く舞台づくりであり、その
価値や必要な情報、さらにどんな方法
でその場面を創出するのか、研修参加
者の出番づくりを進めます。 

阿武町も素晴らしい町 
【民宿浜の小屋】 
茂刈 達美さん（尾無畑） 
徳島の山の中にある人
口2,000人足らずの小さ
な町。過疎と高齢化が進
む中で暮らす住民は、何
かを楽しみながら生きて

いる。“葉っぱをお金にする”ことを
学びに行った目的は、単なるビジネス
ではなく住民の幸せまでも巻き込む理
想の町づくりで、そのリーダーの横石
さんは、カリスマだと思っていたが、
とても人間くさい人でした。 
ＪＡと町と住民のこの関係は絶妙で
どこかの町と大きく違っていた。 
小さな町だからこそできることかも
しれないが、町の産業が豊かな人づく
りまでにも波及していた。今回、私が
見たものは、すき間を探してそこに自
分たちの形を造ることだ。 
でも一番感じたのは、阿武町も素晴
らしい町と思えたこと。 

小さいことから 
コツコツと!! 
【あぶの郷、ＤＦＡ】　

高村 泰司さん（金社） 
組織内の連絡、情報発
信を作る、または再構築

出来ればと思ったが、漠然と考えがま
とまらず、まず、一番手っ取り早く簡
単にしかも一人で出来る“ポジティブ
な考え方”これを習慣付けるようにす
る。それを、組織内・地域内に広げて
いけるようにしたい。 
一度に大きくはなかなか変わらない
だろうから（大きく変わらないと思う
時点でネガティブかな？） 
小さいことから、コツコツと！ 

お
孫
さ
ん
と
葉
っ
ぱ
の
仕
分
 

け
を
す
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 

 

間
伐
材
を
使
っ
た
 

バ
イ
オ
マ
ス
温
泉
施
設
 

家
庭
ゴ
ミ
の
８０
％
を
再
資
源
化
 

 

上
勝
町
の
位
置
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山・海・里

Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ 

まちの話題まちの話題
あなたのまちの身近な話題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係（☎2―3111）　 
E-mail : kikaku@town.abu.yamaguchi.jp

魚食文化に触れ、
学校給食にもぜひ魚料理を!!
松浦 勉さん（奈古出身）が著書を寄贈

中村町長に著書を贈呈される松浦さん 

町
内
３
地
区
で
秋
季
防
火
パ
レ
ー
ド

                
阿
武
町
・
奈
古
出
身
で
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
・
中
央
水
産
研
究
所
・
国
際
漁
業
政
策
研
究
員
の
松

浦
　
勉
さ
ん
（
５７
歳
・
浜
の
２
出
身
）
が
、
１１
月
２６
日
に
来

町
さ
れ
自
ら
執
筆
さ
れ
た
書
籍
な
ど
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
書
籍
は
、「
漁
村
の
文
化
」、「
続
・
日
本
漁
民
史
」、「
沖
底

（
２
そ
う
び
）の
経
営
構
造
」、「
魚
食
文
化
の
系
譜
」
な
ど
８

冊
。中
央
公
民
館
、
阿
武
中
学
校
、
奈
古
小
学
校
に
そ
れ
ぞ

れ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
著
書
の
中
の
「
漁
村
の
文
化
―
風
土

に
根
ざ
し
　
海
に
生
き
る
」
は
、
天
皇
陛
下
も
ご
覧
に
な
ら

れ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
「
魚
食
文
化
の
系
譜
」
に
つ
い
て
は

日
本
人
の
魚
食
の
歴
史
や
変
遷
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
も
分
か

り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
松
浦
さ
ん
は
「
郷
土
奈
古
か
ら
は
、
近
代
捕
鯨
の
父
と
い

わ
れ
て
い
る
岡
十
郎
さ
ん
も
出
て
い
ま
す
。
捕
鯨
で
有
名
な

下
関
市
は
西
日
本
一
の
に
ぎ
わ
い
で
、
阿
武
町
も
深
い
関
わ

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
も
魚
食

文
化
に
ふ
れ
、
魚
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
学
校
給
食
で

も
地
元
で
捕
れ
た
魚
を
ぜ
ひ
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

     　
平
成
２１
年
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
合
わ
せ
て
、
１１

月
９
日
、
町
内
で
も
防
火
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
消
防

団
の
高
橋
作
之
助
団
長
は

「
今
年
に
入
り
町
内
で
５
件

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
火
災
を
無
く
す
た
め
に

は
消
防
団
が
地
域
の
方
に
啓

発
す
る
こ
と
が
大
切
で
一
番

の
近
道
で
す
。
家
庭
・
地
域

・
職
場
で
火
災
の
な
い
安
全

安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
」
と
挨
拶
。
 

　
今
回
は
、
消
防
団
に
合
わ

せ
み
ど
り
保
育
園
児
１３
人
も

防
火
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
お

揃
い
の
法
被
に
め
組
の
纏
を

持
っ
た
園
児
は
、
ワ
ッ
シ
ョ

イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
掛
け
声

を
あ
げ
、
奈
古
地
区
を
パ
レ

ー
ド
し
ま
し
た
。
 

　
サ
ン
マ
ー
ト
奈
古
店
前
で

は
、
火
災
予
防
の
啓
発
チ
ラ

シ
を
「
火
事
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
な

が
ら
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。
 
火
災
予
防
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
 

配
る
子
ど
も
達
 

防
火
パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
る
 

み
ど
り
保
育
園
児
 

は
っ
ぴ
 

ま
と
い
 

 　
 

 
 
 

  　
若
手
オ
ペ
ラ
歌
手
５
人
に
よ
る

ユ
ニ
ッ
ト
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
「
レ
ジ

ェ
ン
ド
」
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
２
０
０
９
が
、
１２
月
１３
日
に
阿

武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

で
、
萩
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
行

委
員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
阿
武
町
で
の
開
催
は
昨
年
に

引
き
続
き
２
回
目
。
会
場
は
女
性

客
を
中
心
に
ほ
ぼ
満
席
。
 

　
レ
ジ
ェ
ン
ド
は
「
こ
れ
ま
で
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
印
象

を
打
ち
砕
く
、
新
し
く
て
か
っ
こ

い
い
、
そ
し
て
面
白
い
こ
と
を
や

り
た
い
」
と
、
２
０
０
５
年
の
冬

に
結
成
さ
れ
た
、
若
手
プ
ロ
歌
手

５
人
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
。
全
員
が

国
立
音
大
出
身
で
、
高
音
の
テ
ノ

ー
ル
と
低
音
の
バ
リ
ト
ン
の
イ
ケ

メ
ン
５
人
組
で
す
。
 

　
１
部
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
オ
ペ
ラ

や
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
の
ク
リ
ス
マ

ス
メ
ド
レ
ー
な
ど
８
曲
を
熱
唱
。

男
性
ら
し
い
力
強
く
し
な
や
か
な

歌
声
は
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し

た
。
２
部
で
は
芝
居
と
歌
、
そ
し
て
お
笑
い
も
あ
り
の
「
男

た
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
熱
演
。
舞
台
の
み
な
ら
ず
、
客
席

を
巻
き
こ
ん
だ
演
出
に
観
客
も
大
興
奮
。
ア
ン
コ
ー
ル
が
鳴

り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

レ
ジ
ェ
ン
ド
ク
リ
ス
マ
ス

 
 

オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
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な
 ご
 

う
 た
 ご
 う
 

ふ
 く
 が
 

華
や
か
な
奈
古
文
化
展
 

　
　
　
元
気
で
賑
や
か
な
お
や
じ
カ
レ
ー
店
　
 

　
奈
古
文
化
展
を
１１
月
２２
日
〜
２３
日
の
２
日
間
、
阿
武
町

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
地
域
・
学
校
・
家
庭
・
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
ま
れ
た
創

作
作
品
な
ど
を
展
示
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
さ
ん
３
ふ
る

さ
と
祭
り
の
行
事
の
一
環
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
方
の

生
涯
学
習
に
対
す
る
関
心
と
活
動
の
活
性
化
を
推
進
し
、

芸
術
文
化
の
向
上
を
図
る
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
盆
栽
、
生
け
花
、
菊
花
、
習
字
、
俳
句
、
俳
画
、
絵

画
、
写
真
、
自
作
工
芸
、
手

芸
作
品
な
ど
が
、
い
つ
も
の

町
民
セ
ン
タ
ー
を
華
や
か
に

際
だ
た
せ
た
２
日
間
で
し
た
。 

　
ま
た
、
町
民
セ
ン
タ
ー
の

一
角
に
は
将
棋
教
室
や
メ
ン

ズ
キ
ッ
チ
ン
有
志
に
よ
る
お

や
じ
カ
レ
ー
店
も
オ
ー
プ
ン

し
、
元
気
で
賑
や
か
な
会
場

と
な
り
ま
し
た
。
 

 

宇
田
郷
婦
人
ち
と
せ
学
級
移
動
教
室
開
催 

　
ち
と
せ
学
級
移
動
教
室
が
１１
月
７
日
に
行
わ
れ
、
柳
井

市
に
あ
る
県
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
、
星
野
哲
郎
記
念
館
、
み

か
ん
狩
り
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
で
は
美
し
い
花

に
胸
を
躍
ら
せ
、
会
話
も
は
ず
ん
で

い
ま
し
た
。星
野
哲
郎
記
念
館
で
は
、

星
野
先
生
の
人
生
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
、
代
表
曲
を
口
ず
さ
ん
で
い

ま
し
た
。
み
か
ん
狩
り
で
は
、
み
か

ん
を
お
な
か
い
っ
ぱ
い
試
食
し
、
み
か
ん
を
袋
い
っ
ぱ
い

山
盛
り
に
入
れ
ほ
く
ほ
く
顔
で
し
た
。
楽
し
い
１
日
と
な

り
ま
し
た
。 

宇
田
郷
寿
齢
大
学
傘
寿
会
開
催  

　
１１
月
１９
日
に
寿
齢
会
女
性
部
が
中

心
と
な
っ
て
、
８０
才
以
上
の
会
員
の

長
寿
を
お
祝
い
し
て
傘
寿
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
木
原
保
健
師
が
最
近
流
行
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
つ
い

て
の
講
演
と
、
齋
藤
保
健
師
の
ス
ト

レ
ッ
チ
や
健
康
相
談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
女
性

部
の
手
作
り
料
理
で
親
睦
会
が
始
ま
り
、
話
や
歌
を
楽
し

み
、「
来
年
も
ま
た
来
よ
う
！
」
と
話
合
っ
て
い
ま
し
た
。   

宇
田
郷
四
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
秋
の
部
）
開
催 

　
１１
月
１２
日
　
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド（
４１
人
参
加
） 

　
冬
を
思
わ
せ
る
寒
さ
に
も
負
け
ず
、
元
気
い
っ
ぱ
い
楽

し
く
プ
レ
イ
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
【
ミ
ス
タ
ー
の
部
】　
【
ミ
ズ
の
部
】 

優
　
勝
　
中
村
晶
男（
郷
）
　
斉
賀
良
子（
宇
田
浦
） 

準
優
勝
　
茂
刈
克
巳（
惣
郷
）
　
角
石
勝
枝（
宇
田
浦
） 

第
３
位
　
伊
藤
敬
久（
葛
籠
）
　
光
永
伸
子（
　
郷
　
） 

福
賀
昭
和
会
〜
男
専
科
の
料
理
教
室
〜
 

　
福
賀
地
区
の
６０
歳
以
上
の
男
性
グ
ル
ー
プ
「
福
賀
昭
和

会
」
の
料
理
教
室
が
１１
月
１９
日
、
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　『
お
い
し
い
料
理
を
み
ん
な
で

作
っ
て
食
べ
て
、
い
つ
ま
で
も
、

若
々
し
く
、
元
気
に
！
』
と
題
し

て
「
ミ
ッ
ク
ス
ナ
ッ
ツ
の
炊
き
込

み
ご
は
ん
」
「
魚
の
ム
ニ
エ
ル
の

甘
酢
あ
ん
か
け
」
「
レ
ン
コ
ン
つ

み
れ
と
青
菜
の
す
ま
し
汁
」
「
ア

ッ
プ
ル
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
」
の
４

品
の
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
め
っ
た
に
家
庭
で

料
理
を
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
い

な
が
ら
も
、
毎
年
参
加
す
る
方
な

ど
は
、
な
れ
た
包
丁
さ
ば
き
を
披

露
し
て
、
テ
キ
パ
キ
と
調
理
を
す

す
め
て
い
ま
し
た
。
料
理
を
始
め
る
前
に
、
腕
な
ら
し
で

行
っ
た
「
リ
ン
ゴ
の
皮
む
き
競
争
」
で
も
、
皆
さ
ん
上
手

に
皮
を
む
き
、
長
い
リ
ン
ゴ
の
皮
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
料
理
の
後
は
全
員
で
試
食
を
行
い
、
指
導
し
て
く
だ
さ

っ
た
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
も
「
こ
れ
な
ら
家
庭
で
も

充
分
料
理
を
任
せ
ら
れ
る
」
と
御
墨
付
き
を
出
し
て
い
ま

し
た
。 

世
代
交
流
し
め
縄
づ
く
り
の
ご
案
内 

　
年
末
恒
例
の
世
代
交
流
し
め
縄
づ
く
り
を
、
１２
月
２５
日

に
開
催
し
ま
す
。 

　
こ
と
ぶ
き
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
、
子
ど
も
た
ち
が
し

め
縄
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。
簡
単
な
昼
食
を
用
意
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
な
お
、
育
成
会
は
ジ
ャ
ン
ボ
門
松
づ
く
り
を
し
ま
す
。 
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イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
中
 

　
人
の
心
を
温
か
く
し
て
く
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
広
め
、

明
る
く
安
全
で
夢
の
あ
る
街
の
風
景
を
作
り
出
そ
う
と
、
町
内

の
事
業
所
、
個
人
が
道
の
駅
や
各
事
業
所
、
家
庭
で
ア
イ
デ
ア

に
凝
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
付
け
て
い
ま
す
。
 

1月3日まで 

各事業所・家庭でも 

メイン司会 
ナベルの山根さん（左）と藤田さん 

 

手作りの
 

ガラスのくつ（齋藤医院） 

１２球団物語 
（ニッタイ・小田建設・リング・スエワカ・山口銀行阿武支店） 

シ
ン
ケ
ン
ジ
ャ
ー
  

　
（
サ
ン
美
容
室
）
 

森の中のアンパンマン 
（ＪＡあぶらんど萩奈古支所・阿武萩森林組合阿武支所） 

SHIP（シップ） （ナベル） 

鶴
と
亀
 

（
萩
阿
武
商
工
会
阿
武
支
所
・
 

女
性
部
・
奈
古
建
築
協
会
）
 

 

ハッピーリース 
（阿武町役場・阿武町職員組合） 

噴
水
ツ
リ
ー
 

（
郷
川
を
語
る
仲
間
た
ち
）
 

 

みどり保育園 
 

奈古小学校・ＰＴＡ 阿武中学校・生徒・ＰＴＡ 

阿武町教育委員会 
 
 

阿 武 町 物 産 直 売 所  食堂「憩」 
 

（株）リング 
福賀新生・田原さん 福賀下東郷・伊藤さん 

 
 

奈古野柳・花田さん 
 

奈古フォークダンスグループ 

宇田郷宇田浦・金子さん、清水さん 

奈古宇久・小田さん 
 

萩信用金庫奈古支店 
 

福賀上万・梅田さん 

ロープライトウェーブ（竹遊の会） 

役場宇田郷支所 
 

役場福賀支所 
 

宇田郷駐在所 

奈古釜屋・藤村さん 
 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
　
阿
武
町
道
の
駅
・
１２
月
１２
日
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シリーズ　奈古高はいま 

           １
年
生
は
、
「
地
域
産
業
と
環

境
資
源
」の
学
習
の
一
環
と
し
て
、

萩
市
の
特
産
品
で
あ
る
「
萩
焼
」

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
萩
青
年

の
家
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
抹
茶
茶
碗

の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
形
の
も
の
か
ら
お
皿

（
？
）と
見
間
違
う
も
の
ま
で
形
は

様
々
で
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
個

性
的
な
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
１１
月
に
は
焼
き
上
が
っ

た
各
自
の
抹
茶
茶
碗
を
使
用
し

て
、
本
校
、
梅
地
養
護
教
諭
の
指

導
の
も
と
、
校
内
に
あ
る
「
維
新

館
」
で
お
茶
の
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
は
普
段
と
違
い
や
や
緊

張
し
た
面
持
ち
で
「
和
の
心
」
の

一
端
に
触
れ
、
日
本
の
文
化
を
体

験
し
ま
し
た
。
 

   　
１１
月
２３
日
、
恒
例
の
奈
古
高
校

学
校
祭
が
阿
武
町
さ
ん
３
ふ
る
さ

と
祭
り
と
同
時
開
催
で
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
お
目
当
て
の
農
産
物
や
農

産
加
工
品
を
買
い
求
め
よ
う
と
、

朝
早
く
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が

並
び
、
早
い
方
は
７
時
前
か
ら
来

て
い
ま
し
た
。
販
売
開
始
の
放
送

が
始
ま
る
９
時
に
は
長
蛇
の
列
が
 

で
き
、
肉
加
工

品
や
タ
マ
ネ
ギ

の
苗
、
野
菜
、

鉢
物
な
ど
、
早

い
も
の
で
は
１

時
間
程
度
で
完

売
し
ま
し
た
。

販
売
係
の
生
徒

も
慣
れ
な
い
接

客
・
レ
ジ
の
対

応
に
追
わ
れ
ま

し
た
が
、
人
気

の
高
さ
に
生
徒

も
充
実
感
を
深

め
て
い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
直
前
の
学
級
閉
鎖
等

の
影
響
で
、
生
活
総
合
科
学
科
３

年
の
食
堂
バ
ザ
ー
を
は
じ
め
、
い

く
つ
か
の
催
し
が
中
止
と
な
り
、

最
後
の
学
校
祭
と
な
る
３
年
生
も

残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

３
年
生
は
恒
例
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る

餅
つ
き
や
焼
き
鳥
の
応
援
に
急
き

ょ
参
加
し
、
男
子
生
徒
は
お
父
さ

ん
方
に
混
じ
っ
て
力
強
く
杵
を
ふ

る
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
女
子
生
 

          徒
は
、
つ
き
た
て
の
餅
を
お
母
さ

ん
方
と
一
緒
に
こ
ね
た
り
、
包
装

し
た
り
、
最
後
に
は
出
張
販
売
も

行
い
、そ
れ
ぞ
れ
大
活
躍
で
し
た
。 

　
３
年
生
の
一
人
は
「
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た

だ
い
て
、
感
謝
し
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
に
学
校
祭
の
開
催
も

危
ぶ
ま
れ
る
中
、
生
徒
・
保
護
者

・
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
学

校
祭
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
、
生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
自
信

と
な
っ
た
、
秋
晴
れ
の
中
、
穏
や

か
で
充
実
し
た
１
日
で
し
た
。
 

   　
ド
リ
カ
ム
と
は
、
本
校
１
学
年

の
「
総
合
的
な
学
習
」
の
時
間
の

名
称
で
、
１
年
間
を
通
し
て
、
進

路
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
豊
富
な
職
業
経
験
を

お
持
ち
の
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
た
め
、「
働
く
意
義
と

勤
労
観
・
職
業
観
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
山
口
県
萩
自
動
車
学
校

の
波
田
昌
之
教
官
に
講
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

波
田
さ
ん
は
、
人
生
の
成
功
は
自

分
自
身
で
決
ま
り
ま
す
。
最
近
の

若
者
は
「
す
ぐ
に
分
か
ら
ん
・
で

き
ん
・
無
理
無
理
」
と
、
は
じ
め

か
ら
取
り
組
む
姿
勢
が
な
い
。
人

生
の
成
功
者
に
な
る
に
は
、
「
分

か
ら
な
け
れ
ば
考
え
る
。
で
き
な

い
な
ら
で
き
る
行
動
に
移
す
。
無

理
と
思
う
な
ら
、ま
ず
挑
戦
」
。こ

れ
を
習
慣
と
し
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。
評
価
は
人
が
決
め
、
社

会
が
決
め
て
い
る
。
仕
組
み
を
知

り
、
困
っ
た
と
き
は
「
そ
の
道
の

プ
ロ
に
聞
く
の
が
一
番
で
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
２
学
期
ド
リ
カ
ム
の
最
後
の
時

間
に
は
、
各
自
で
調
べ
た
自
分
の

進
路
に
つ
い
て
発
表
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
有
意
義
な

講
話
に
よ
っ
て
、
そ
の
発
表
の
内

容
が
よ
り
深
ま
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

     
生
物
資
源
科
学
科
３
年
生
１９
人

と
生
活
総
合
科
学
科
３
年
の
生
活

改
善
コ
ー
ス
選
択
生
徒
１１
人
が
中

国
農
政
局
山
口
農
政
事
務
所
か
ら

講
師
３
人
を
お
招
き
し
、「
食
の
知

っ
得
講
座
」
を
受
講
し
ま
し
た
。
 

 
テ
ー
マ
は
、
最
近
の
社
会
問
題

で
も
あ
る
食
品
表
示
偽
装
に
も
関

連
し
て
「
食
品
表
示
」「
食
の
安

心
・
安
全
」、「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
」
な
ど
、
農
産
物
や
食
品
加
工

品
、
調
理
品
な
ど
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
最
新
の
情
報

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
関
係
法
規
な
ど
難
し
い
点
は
あ

り
ま
し
た
が
、
身
近
な
食
品
の
写

真
入
り
の
資
料
な
ど
を
題
材
に
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
具
体

的
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
生
徒
の
中
に
は
、
自
分
の
進
路

と
も
関
連
す
る
部
分
が
多
々
あ

り
、
興
味
と
関
心
の
あ
る
内
容
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
卒

業
前
に
今
ま
で
学
習
し
て
き
た
内

容
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る

大
変
有
意
義
な
講
座
で
し
た
。
 

個性的な作品作りに挑戦!? 
～萩焼づくり体験～ 

 

食
の
安
心
・
安
全
を
学
ぶ
!!
 

  
出
前
講
座
 

 
 
「
食
の
知
っ
得
講
座
」
 

多
く
の
お
客
様
に
感
謝
！！
 

　
　
　
　
　
　
〜
学
校
祭
〜
 

〜
ド
リ
カ
ム
の
授
業
で
 

生
き
た
人
生
観
を
聞
く
〜
 



教育のひろば  
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地
域
の
方
の
声
 

学校祭 学校祭 ＜テーマ＞「ありがとう」 ～私たちからのおくりもの～ 

［生徒作品］ 

福賀小・中学校では「小・中一貫教育」を推進し、体験活動を 
通して、『生きる力』の育成をめざしています。その紹介です。 

［中学校全校合唱 
〈若い翼は〉］ 

［中学校神楽 
〈四神〉］ 

ふれあいコーナー「絵付けで遊ぼう」 ［小学校１・２年〈ちびっ子語り部〉］ ［小学校〈ふるさと太鼓〉］ 
 

［中学校創作劇〈旅立ち〉］ ［小学校全校合奏］ 

［生徒作品］ ［生徒作品］ 

○
小
規
模
校
の
良
さ
〜
一
人
ひ

と
り
が
主
人
公
〜
を
存
分
に

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
先
生
方
も
両
校

一
体
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

す
ば
ら
し
い
学
校
祭
だ
と
思

い
ま
し
た
。
 

○
子
ど
も
た
ち
の
発
表
は
、
と

っ
て
も
郷
土
愛
の
満
ち
あ
ふ

れ
た
も
の
で
し
た
。
す
ば
ら

し
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！
 

福賀小・中学校
 

９ヶ年の学びの
支援プロジェク

ト 福賀小・中学校
 

９ヶ年の学びの
支援プロジェク

ト 福賀小・中学校
 

９ヶ年の学びの
支援プロジェク

ト 福賀小・中学校
 

９ヶ年の学びの
支援プロジェク

ト 
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元気島通信元気島通信元気島通信 ☆発進！スマイル（笑顔）＆ 
　　　　トーク（声かけ）☆ 

子どもたちに大人気のアンパンマン。 
スタートは1973年に発刊された絵本でした。
そのあとがきには、このように書いてあります。 
「ほんとうの正義というものは、けっしてかっ
こうのいいものではないし、そしてそのためにか
ならず自分も傷つくものです」 

お腹が空いた友だちに、顔の一部をあげること
で、悪と戦う力が落ちることが分かっていても、
目の前の人を見捨てたりはしない。 
そして、例えどんな敵が相手でも、戦うことを
諦めない。 
愛、勇気、正義、優しさ。 
誰の心にもあるものだからこそ、子どもも大人
も、彼の姿に心惹かれるのかもしれません。そし
て、そうありたいと心のどこかで思っているのか
も。 
　あなたは今、誰のため・何のために 
頑張っていますか？この問いに「正解」 
なんてありません。きっとあなたも、誰 
かにとっての「アンパンマン」のはずです。 

暖かくなると、また健診の季節がやって来ます。
健診は、自分の健康状態を知り、日頃の生活習慣
を振り返るためにとても大切なものです。「みん
なで健診に行こう！」というムードを創っていく
ために、今年も『健診標語』と『健診キャラクタ
ー』を大募集します！こたつの中で、家族や近所
での団らんの中で考えて応募してみませんか？ 

募　集　要　項 
○ 内容：標語またはキャラクター(絵など) 
　　　　 ※様式は自由で、一人何点でも 
　　　　　 応募できます 
○ 締め切り：平成22年1月29日(金) 
○ 応 募 先：役場民生課、または各支所 
○ 問い合わせ先：民生課（☎2-3113) 

応募された作品は選考の上、優秀賞等を決定し
ます。優秀賞には記念品をお送りします。また、
作品は健診PRのために広く活用させていただき
ます。 

　みなさん、よく寝ることができていますか？ 
質のよい睡眠は疲れた脳を休ませる唯一の手段。
質のよい睡眠がとれている人ほどストレスにも強
く心身のバランスを上手に保つことができます。 
そして大脳の疲労回復に必要なのは 
時間ではなく、深い眠りです。 
【質のよい睡眠をとるコツ】 
★毎朝決まった時間に起きて、しっかり日光を浴
びることで夜きちんと眠たくなります。そうする
ことでからだの睡眠リズムが整い、自然で快適な
睡眠につながります。 
★スムーズに目覚められ熟睡感を得るには、90
分ごとに現れる浅い眠りのときに、起きることが
オススメです！浅い眠りのときに起きると起床し
やすく、目覚めはスッキリします。  
疲れていると思ったらまず寝ることです。寝て
心身のメンテナンスをしましょう！ 

『健診に行こう！』 
標語・キャラクターを 
　　　　　　大募集!!

睡眠は脳を休ませる唯一の手段!!

みんなのヒーロー 
　　アンパンマン 
 

環境保健係 
石田くん 

原田保健師 

原田保健師 木原保健師 

適量のお酒は「百薬の長」と言われます。 
お酒はあなたにとって、どんないいことがあり
ますか？「活力が出る」「リラックスできる」「笑
顔になる」「話が弾む場」など、たくさんのメリ
ットがあります。 
しかし、飲み過ぎると、内臓（食道、心臓、胃
腸、肝臓など）に負担がかかり、病気の原因にも
なりかねません。 
 
適量の目安（1日当たり1種類） 
○ 日本酒：1合（180ml） 
○ ビール：中瓶1本（500ml） 
○ 焼　酎：半合強（100ml） 
 
休肝日をつくる、自分のペースでゆっくり飲
む、量や時間を決めて飲むなど、心も体も喜ぶ飲
み方を見つけましょう。 

90分ごとの 
　　浅い眠り 

疲れがとれる 
　　深い眠り 

　お酒がおいしい季節 
　心も体も喜ぶ 
バランスをチェック！ 
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山
口
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動
 

優
良
団
体
等
の
表
彰
 

　
環
境
美
化
や
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
に
、
功
績
の
あ
っ
た
団
体
や
個
人

を
た
た
え
る
平
成
２１
年
度
「
山
口
県
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
の
表
彰
式
が
１２
月
１７
日
に
山
口

県
庁
で
開
催
さ
れ
、
阿
武
町
か
ら
も
団
体
３

組
、
個
人
２
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。
 

【
山
口
県
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
モ
デ
ル
団

体
等
指
定
】
 

★
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
（
継
続
２
年
目
）
 

【
優
秀
賞
】
★
金
社
婦
人
会
 

【
優
良
賞
】
★
伊
藤
米
子
（
下
東
郷
）
 

【
奨
励
賞
】
★
佐
々
木
サ
カ
エ
（
野
沢
）
 

【
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
・
山
口
大
会
花

い
っ
ぱ
い
運
動
奨
励
賞
】
 

★
奈
古
小
学
校
 

四つ葉サークルが県モデル 
団体賞連続受賞 

四つ葉サークルが県モデル 
団体賞連続受賞 

　
平
成
２３
年
に
開
催
さ

れ
る
、「
お
い
で
ま
せ
！

山
口
国
体
」、「
お
い
で

ま
せ
！
山
口
大
会
」
に

お
い
て
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
選
手
な
ど
に
手
話
や
要
約
筆
記
で
情
報
の
提
供
を
行
う
情

報
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
 

　
詳
細
は
、
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
・
山
口
大
会
実
行
委
員
会
（
☎
０
８
３
―
９
３
３

―
４
７
９
７
）
ま
で
 

情報支援 
ボランティア 

を募集 

情報支援 
ボランティア 

を募集 

経済産業省　山口県　阿武町 
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●登録の方法及び内容

　①自筆の履歴書（写真添付、資格を有する場合は写しを添付）１通を添えて、本人が役場総務課へ提出してく

　　ださい。但し、過去に登録後３年以内の方は、履歴書の提出は不要ですが、面接は行います。

　②面接（書類を提出された際に随時行い、雇用登録申出書に記名・押印をいただきます。）

　③登録者は、臨時職員等登録者名簿に登載し登録します。この名簿は、原則として１年間有効です。（平成22年

　　４月１日～平成23年３月31日）

　④臨時職員等登録者名簿から雇用者を決定します。原則として平成22年４月１日から雇用しますが、雇用する

　　場合は担当課から直接連絡します。

●賃 金 等　雇用者の賃金は、阿武町雇用賃金表に定める基準に従い支給します。また、通勤手当については、

　　　　　　阿武町給与条例に定める基準に従い支給します。

　　　　　　※常勤臨時の場合は、社会保険、厚生年金、雇用保険及び労働保険に加入します。

●受付期間・受付場所　平成22年１月21日（木）までに役場総務課へ持参願います。

●問い合わせ先　阿武町役場総務課行政係　☎０８３８８－２－３１１０

平成22年度  町の臨時職員等の登録者を募集 
平成22年１月２１日まで受付 

一般事務
補 助 員

雑 務 員

給 食 員

児　　童
ク ラ ブ
指 導 員

マイクロ
バ　　ス
運 転 手

介護支援
専 門 員
（ケアマネージャー）

登録職種

公 用 車
運 転 手

随時の送迎を必要と
する日及び時間

随時の送迎を必要と
する日及び時間

町内及び
町外の運転

町内及び
町外の運転

簡単なパソコン
操作ができる人

有資格者

有資格者
または
調理のできる人

教員及び保育士な
どの資格を有する
人、または児童の養
育に熱意のある人

教員資格を有する人
または

学習支援のできる人

平日14:00～18:00まで
土曜日及び祝日
8:30～18:00まで
夏、冬及び春休み
（日曜日は除く）
8:30～18:00まで

大型免許を
有している人

資　格　等

役場本庁、各支所
（公民館）また
は教育委員会

みどり保育園
（分園含む）

役場民生課

みどり保育園、
または
学校給食
センター

役場本庁、
または各支所
（各公民館）

奈古小学校

勤 務 場 所

11,000円／日、
または1,375円／時

9,000円／日、
または1,125円／時

6,000円／日、
または750円／時

常勤者7,400円／日
または925円
パート7,000円／日
または875円／時

7,100円／日、
または888円／時

有資格者6,000円／日
または750円／時
無資格者5,700円／日
または713円／時

713円／時

有資格者875円／時
無資格者713円／時

賃　　金
勤　　務　　種　　別

常勤臨時 パート臨時

普通免許を
有している人

8:30～17:15まで
15日以上／月

8:30～17:15の内、
15日未満／月、
または６時間未満／日

8:30～17:15の内、
15日未満／月、
または６時間未満／日

8:30～17:15の内、
15日未満／月、
または６時間未満／日

8:30～17:15の内、
15日未満／月、
または６時間未満／日

特別支援
学級学習
支 援 員

小・中学校
有資格者775円／時
無資格者713円／時

月～金曜日
8:05～12:05

8:30～17:15の内、
15日未満／月、
または６時間未満／日
(変則勤務有り) 

保 育 士 有資格者
8:30～17:15まで
15日以上／月

8:30～17:15まで
15日以上／月

町では、次のとおり平成22年度の臨時職員等の登録者を募集します。



●国民年金保険料は社会保険料控除の対象 
　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・町県
民税の社会保険料控除の対象になります。国民年金
保険料を社会保険料の控除として申告する場合は
「毎年1月1日から12月31日までの間」に納付（納
付見込みを含む）した国民年金保険料額を証明する
書類の納付などが必要です。 
●毎年１１月上旬に送付 
　このため生命保険会社などが発行する控除証明書
と同様に１年間に納付した国民年金保険料の額を証
明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
（ハガキ）が毎年11月初旬から送付されます。証
明内容は、本年1月から10月1日までの間に納付さ
れた国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる
場合の納付見込み額です。 
●2月上旬に送付される場合 
　年の途中から国民年金に加入された場合などで、
10月1日から12月31日までの間に初めて保険料

を納付する人については、翌年2月上旬に同様の証
明書が送付されます。 
●国民年金保険料は世帯で連帯して納付 
　国民年金保険料は、被保険者本人だけでなく、そ
の世帯の世帯主及び配偶者も連帯して納付する義務
があります。 
　ご家族の国民年金保険料を納付した場合は、その
納付額の全額が納付した方の所得税等の控除対象と
なりますので、年末調整等の手続きの際にご自身の
社会保険料の額と合算して申告してください。 
　この場合、ご家族分の「社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書」も申告する方の申告書に添付等
する必要があります。 
 
◎お問い合わせ 
山口社会保険事務局萩事務所 ☎0838-24-2158
役場住民課（☎2-0500） 
社会保険庁のホームページ  http:/www.sia.go.jp/

　所得税の確定申告の際に、社会保険料控除を受け
るため証明書が必要な方は、無料交付します。 
交付出来るもの　国民健康保険税・介護保険料 
　　　　　　　　後期高齢者医療保険料 
交付方法　役場本庁及び各支所にお申し出ください。 
問い合わせ先　役場住民課税務係（☎2-0500） 
 
   
　12月28日（月）は、システム更新のため役場窓
口での電子証明の発行、失効が出来ません。既に発
行済みの電子証明の利用については、影響はござい
ませんのでご安心ください。 

    　
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
、
毎
年
１
月

１
日
で
す
。
従
っ
て
、
１
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
そ
の
時
の
現
況
で
評
価
が
さ
れ
、
賦

課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
土
地
に
つ
い
て
は
、
１
月
１
日
現
在
の
現

況
地
目
を
も
と
に
評
価
さ
れ
、
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
２１
年
中
に
地

目
が
変
わ
っ
た
土
地
の
所
有
者
は
、
２２
年
２

月
２
日
ま
で
に
役
場
住
民
課
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
は
、
で
き
る
だ
け
文

書
で
お
願
い
し
ま
す
が
、
支
所
を
通
じ
て
出

さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
届
け
出
の
用
紙
は
、

住
民
課
と
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
 

    　
町
で
は
、
町
税
な
ど
の
口
座
振
替
納
付
の

推
進
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。
 

◆
対
象
者
は
、
 

　
①
現
金
で
一
括
納
税
さ
れ
た
方
で
口
座
振

　
　
替
の
手
続
き
が
ま
だ
の
方
 

　
②
毎
月
自
治
体
集
金
ま
た
は
個
別
に
納
付

　
　
さ
れ
て
い
る
方
 

◆
口
座
振
替
納
税
の
利
点
は
、
 

　
①
窓
口
に
お
出
か
け
に
な
る
必
要
が
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。
 

　
②
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
③
納
付
期
限
を
忘
れ
て
い
て
も
預
金
残
高

　
　
が
あ
れ
ば
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
 

　
以
上
の
こ
と
か
ら
た
い
へ
ん
安
心
で
便
利

　
で
す
。
 

◆
手
続
き
方
法
は
、
 

役
場
ま
た
は
金
融
機
関
備
え
付
け
の
阿
武

町
町
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項

を
記
入
さ
れ
、
通
帳
印
を
押
印
さ
れ
、
金

融
機
関
に
提
出
さ
れ
れ
ば
手
続
き
は
完
了

と
な
り
ま
す
。
 

◆
取
扱
金
融
機
関
 

　
山
口
銀
行
本
店
お
よ
び
各
支
店
 

　
萩
山
口
信
用
金
庫
本
店
お
よ
び
各
支
店
 

　
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組
合
 

　
山
口
県
漁
協
　
奈
古
支
店
・
宇
田
郷
支
店
 

　
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
阿
武
町
役
場
住
民
課
 

　
☎
0
8
3
8
8
ー
2
ー
0
5
0
0

年末調整や確定申告には 
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を 

固
定
資
産
税
 

地
目
変
更
の
届
出
は
 

平
成
２２
年
２
月
２
日
ま
で
に
！
 

町
税
等
の
口
座
振
替
納
付
を
 

　
利
用
さ
れ
て
い
な
い
 

　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ
 

納付額証明書の無料交付について 

公的個人認証サービス一時停止のお知らせ 

女
と
男
の
一
行
詩 

嬉
し
く
て
　
少
し
さ
び
し
い
夫
の
自
立 

ひ
と 

ひ
と 
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年金のたより  



   

地
球
の
ス
テ
ー
ジ
２ 

　
　
　
〜
国
境
を
越
え
て
〜 

　
地
球
上
に
は
、
今
も
紛
争
や
災
害

で
苦
し
ん
で
い
る
多
く
の
人
々
が
い

ま
す
。
懸
命
に
生
き
よ
う
と
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、 

緊急の場合は１１９番 

１２月２３日（水） 

１２月２７日（日） 

１２月２９日（火） 

１２月３０日（水） 

１２月３１日（木） 

１月１日（金） 

１月２日（土） 

１月３日（日） 

１月１０日（日） 

１月１７日（日） 

１月１１日（月） 
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休日当番医

お し ら せ 

女
と
男
の
一
行
詩 

子
育
て
を
分
担
す
れ
ば
ス
ト
レ
ス
が
減
っ
て
愛
深
ま
る
 

ひ
と 

ひ
と 募

　
　
集

国
際
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

２
０
１
０
　
入
場
無
料
 

山
口
か
ら
世
界
ま
る
か
じ
り
！
 

山
口
県
国
際
交
流
協
会
 

創
立
２０
周
年
記
念
事
業
 

放
送
大
学
学
生
４
月
 

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ
 

人
権
の
心
を
は
ぐ
く
む
 

　
市
民
の
集
い
講
演
会
 

        

▼
日
時
　
平
成
２２
年
１
月
１７
日（
日
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

▼
場
所
　
山
口
県
総
合
保
健
会
館 

　
山
口
市
吉
敷
下
東
３
丁
目
１
―
１ 

　
☎
０
８
３
―
９
３
４
―
２
２
０
０ 

　
協
会
創
立
２０
周
年
を
記
念
し
て
、

県
内
の
国
際
活
動
団
体
の
協
力
・
参

加
の
も
と
に
、
記
念
式
典
、
記
念
講

演
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

活
動
紹
介
、飲
食
販
売
、物
品
販
売
、

世
界
の
伝
統
衣
装
の
展
示
・
試
着
、

世
界
の
遊
び
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
世
界
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
等
を
行
い

ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

▼
内
容 

○
記
念
講
演
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
正

　
午
　
桂
か
い
枝
の
国
際
交
流
噺
〜

　
笑
い
は
世
界
の
共
通
語
〜
（
英
語

　
落
語
も
） 

○
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
　
午

　
後
０
時
３０
分
〜
４
時
　
・
フ
ォ
ル

　
ク
ロ
ー
レ
演
奏
・
カ
ヤ
グ
ム
演
奏

　
・
二
胡
演
奏
・
和
太
鼓
演
奏
・
こ

　
ど
も
日
本
舞
踊
・
サ
ッ
ク
ス
演
奏

　
・
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
・
世
界
の
伝
統

　
衣
装
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー 

○
国
際
活
動
団
体
に
よ
る
活
動
紹
介

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分 

　
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
飲
食
販
売

　
・
物
品
販
売
な
ど 

○
中
国
山
東
省
写
真
展
、
協
会
２０
年

　
の
歩
み
展
示
　
午
前
１０
時
〜
午
後

　
４
時 

感
動
あ
ふ
れ
る
多
く
の
出
会
い
と
命

あ
る
こ
と
の
喜
び
を
、
映
像
と
音
楽

で
つ
づ
る
コ
ン
サ
ー
ト
形
式
の
ス
テ

ー
ジ
で
す
。 

▼
出
演
者
　
桑
山
紀
彦
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

　
Ｏ
法
人
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」
代

　
表
理
事
） 

▼
日
時
　
平
成
２２
年
１
月
１６
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
ま
で 

▼
場
所
　
萩
市
民
館 

　
入
場
無
料
（
整
理
券
が
必
要
） 

▼
主
催
　
山
口
人
権
啓
発
活
動
地
域

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　 

    

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局 

　
☎
０
８
３
８
―
２２
―
０
４
７
８ 

   

　
放
送
大
学
で
は
平
成
２２
年
度
第
１

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中

で
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経

済
、
歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
が
学
べ
ま
す
。
働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。 

▼
内
容 

○
１５
歳
以
上
の
方
　
１
科
目
か
ら
学

　
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修

　
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。 

○
１８
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

　
持
ち
の
方
　
無
試
験
で
全
科
履
修

　
と
し
て
入
学
で
き
４
年
以
上
在
学

　
し
て
、
１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒

　
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学

　
位
を
取
得
で
き
ま
す
。 

▼
締
め
切
り
　
平
成
２２
年
２
月
２８
日 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　 

　
放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
８
３
６
―
８８
―
３
０
２
０ 

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://www.u-air.ac.jp

さ
ん
３
ふ
る
さ
と
祭
り
で

特
等
の
新
米
を
ゲ
ッ
ト
さ

れ
た
若
松
屋
く
に
よ
さ
ん

（
浜
の
４
）
 

まちの笑顔 
(^o^)



クリスマス会　9:00【みどり保育園（本園）】 
教育委員会議　9:30【町民センター】 
クリスマス会（生活発表会）9:00【みどり保育園（分園）】 
福賀月例グラウンドゴルフ大会　14:00【福賀小グラウンド】 
第１２回あぶ町民音楽祭　13:15【町民センター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
交通安全指導／避難訓練【みどり保育園】 
ひよこクラブ【みどり保育園】 
奈古地区世代交流しめなわ飾り教室　13:30【町民センター】 
福賀世代交流しめ縄づくり　9:00【のうそんセンター】 
消防団年末夜警（～３０日）21:00【町内】 
粋な漁師（おとこ）の新鮮活魚市場　9:00【奈古活魚槽】 
成人式　10:00【町民センター】 
デイケア「青空会」9:30【町民センター】 
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
健康相談（福賀）9:00【のうそんセンター】 
福賀ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】 
消防出初式　9:30【町民センター他】 
福賀新春ボウリング大会　13:30【萩ユーズボウル】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
乳幼児健診（奈古・宇田郷）13:00【母子健康センター】 
福賀月例グラウンドゴルフ大会　14:00【福賀小グラウンド】 
太極拳教室　14:00【町民センター】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
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阿武町の人口と世帯数 （１１月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,497（ 5 ） 

　746（－ 2） 

　719（ 4 ） 

3,962（ 7 ） 

 

世帯数 

　970（ 0 ） 

　323（ 1 ） 

　323（ 4 ） 

1,616（ 5 ） 

 

町の異動 

転入　 9 

転出　 2 

出生　 0 

死亡　 3

１１月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

125 
（124） 
1 
（8） 

21 
（28） 
1 
（0） 

0 
（0） 
0 
（0） 

1 
（0） 

18 
（20） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

パ
ワ
ハ
ラ
　
セ
ク
ハ
ラ
　
ド
ク
ハ
ラ
は
　
や
っ
た
よ
本
人
　
気
が
付
か
ず
 

ひ
と 

ひ
と 

［材料２人分］
生サケ2枚、玉ねぎ1/3個、ブロッコリー
100g、生しいたけ4枚、牛乳1と1/2カッ
プ、バター大さじ2と1/2、白ワイン大さ
じ2、固形スープの素1/2、塩小さじ1/3、
コショウ少々、小麦粉大さじ2 
［作り方］
①サケは3つに切り塩コショウを少々ふる。 
②玉ねぎは薄切りにする。しいたけは、石
づきを切り２つに切る。 
③ブロッコリーは小房に分け、塩ゆでする。 
④弱火から中火の鍋にバター大さじ２杯を
入れ、玉ねぎを透き通るまで炒める。小
麦粉大さじ2杯を加え焦がさないように
30～40秒炒める。 
⑤牛乳を加え塩コショウを少々入れて、か
き混ぜ弱火で4～5分煮る。 
⑥フライパンにバター大さじ1/2杯を熱し
①のサケに小麦粉を少々まぶして入れ、
両面を焼く。 
⑦しいたけを加えてさっと炒め白ワインを
大さじ2杯、水1カップ、固形スープの
素1/2個を加える。 
⑧沸騰したら⑤のソースを加え混ぜ③のブ
ロッコリーを入れ弱火で3～4分煮る。 

サケのクリーム煮�

わ
たし
の食改料理

伊豆

原　八千代さん 月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
１２／１８～１／２０ 

12
月
 

金 
 
土 
 
日 
 

木
 
 
 
金 
月 
木 
土 
火 

水 
 
木 
 
土 
日 
水 

木
 
 
金 
土 
火 
水 

18 
 
19 
 
20 
 

24
 
 
 
25 
28 
31 
2 
5 

6 
 
7 
 
9 
10 
13 

14
 
 
15 
16 
19 
20

1
月
 

若い方にもおすすめ簡単夕食メニュー

●問い合わせ先 
　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の求人情報  １２月１１日現在 
求人数 年齢 賃　　金 業　　種 

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

会　社　名 

１人 
 

２人 

不問 
 
不問 

時給937円 
 

143,000円 
～152,000円 

訪問看護 
　業務員 

介護職員 
 

山口県看護協会訪問 
看護ステーションあぶ 

社会福祉法人 
阿武福祉会 

12月分 

パ 

正外 

パ 正 正外 正社員 正社員以外 パート 詳しいことは、厚生労働省山口労働局 賃金室 
☎（０８３）９９５-０３７２または萩労働基準監督署 
☎（０８３８）２２-０７５０におたずねください。 

山口県の最低賃金が改正されました 
◆ 必ずチェック！ 使用者も  労働者も ◆ 

１時間 
６６９円 
 

７９５円 
 
 
 

７２９円 
 
 

７７１円 
７１０円 

効力発生の日 
２1．１０．４ 
 
 
 
 

２１．１２．１５ 

産
業
別
最
低
賃
金 

 
 
鉄鋼業、非鉄金属製錬 
・精製業、非鉄金属・ 
同合金圧延業、非鉄金 
属素形材製造業 
電子部品・デバイス・ 
電子回路・電気機械器 
具、情報通信機械器具 
製造業 
輸送用機械器具製造業 
百貨店、総合スーパー 

最低賃金の名称 
山口県最低賃金 



俳
　
句

白
む
く
げ
友
の
訃
報
を
聞
く
夜
か
な 

初
鴨
や
枯
れ
し
郷
川
水
溢
る 

大
寺
の
閂
か
ま
せ
し
ぐ
れ
け
り 

刈
り
終
え
た
圃
場
續
け
り
あ
か
ね
雲 

冬
鳥
に
肩
か
す
岩
や
悠
然
と 

晩
秋
の
風
に
お
さ
れ
て
車
椅
子 

父
の
忌
の
近
づ
く
庭
や
石
蕗
の
花 

母
の
詠
む
樹
令
一
〇
〇
年
寒
椿 

暁

の

目

覚

し

憎

し

冬

隣

り

 

寄
り
添
い
て
早
や
五
十
年
大
根
煮
る 

ひ
だ
ま
り
で
学
び
憩
い
ぬ
秋
一
日 

夕
時
雨
外
は
海
鳴
り
ば
か
り
な
り 

冬
支
度
い
つ
も
心
に
妣
の
居
て 

紅
葉
山
細
き
道
あ
り
阿
修
羅
道 

世
界
地
図
ル
ー
ペ
の
旅
や
冬
籠 

一
枚
に
夕
日
を
た
た
む
刈
田
か
な 

通
院
の
今
は
紅
葉
の
盛
り
な
る 

大
根
炊
く
時
に
呆
け
て
平
和
な
り 

街
灯
も
駅
舎
も
人
も
時
雨
け
り 

田
仕
舞
の
あ
し
た
に
繋
ぐ
煙
か
な 

眉
う
す
き
鏡
の
中
へ
残
る
虫 

一
枚
の
青
い
空
あ
り
大
根
干
す 

北
風
の
戸
を
打
つ
夜
は
人
恋
し 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
宇
田
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
宇
田
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
大
　
里
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
）

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

金
崎
　
藤
子（
宇
田
浦
） 

◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局
　役場総務課企画広報係　☎２―3111

 

あぶフォト倶楽部
作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

11月の優秀作品

ごっそーごっそー

旬旬のの ヨコワ
（クロマグロ）

山口県漁協宇田郷支店

支店長　水津和弘さん

　今月の旬のおさかなは、ヨコワを紹介します。ヨ

コワの標準和名は「クロマグロ」で、日本近海で育

った若魚をヨコワといいます。

　ヨコワは、秋から冬にかけて身に脂がのり、この

時期が一番の旬で食べ頃です。

　漁法としては、全国的に延縄、巻網で漁獲されま

すが、阿武町では一本釣りが主体で定置網でも漁獲

されることもあります。

　食べ方は、刺身、づけ（しょう油漬け）、カルパ

ッチョなどがあり、頭部は塩焼きにして食べてくだ

さい。

　お酒を熱燗にして最高級ホンマグロ（クロマグロ）

をぜひ味わってみてください。

　種類が豊富で鮮度抜群の、道の駅物産直売所へぜ

ひご来店ください。

◆問い合わせ先

　道の駅阿武町物産直売所   ☎08388－2－2828

テーマ「11月」　タイトル「郷川のすすき」
出羽朝一（浜の1）
●コメント：畑から
の帰り道、郷川の土
手のすすきが夕日を
浴びてとても美しか
ったので、夕空を映
した川面を入れて撮
影しました。

テーマ「自由」　タイトル「ハミガキちゅる！」
兼原美枝（浜の４） 
●コメント：玄関前
で見つけた歯ブラシ
でママにハミガキす
ると言っている可愛
い女の子にシャッタ
ーチャンスを見つけ
ました。

テーマ「11月」
タイトル「福賀の町
へ星が降る」
出羽直之（萩市） 
●コメント：満月の
日の夜の福賀の風景
です。空には秋の星
座が星の軌跡を描い
ています。

か
ん
ぬ
き 

つ
　
わ 

は
は 
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